
資料５－① 
著作権指導案 

大坂教育大学 中学校教員養成課程 技術家庭専攻 
富山 奈央子 保村 知里 
野村 壮典 小池 慎太郎 

題材名『実用新案権とは？』 
１．日時 平成 19年 9月 18日（火）１時限 
２．クラス 大阪教育大学附属平野中学校 2年１組 
３．題材設定の理由 
〈生徒観〉 
生徒は、以前授業で特許について学んでいるので特許に関してはある程度の知識を持っ

ている。そのため、よく似ている実用新案権と混同しやすいと考えられる。この２つの権

利は何が違うのかを知りながら、実用新案権について理解を深めてもらいたい。そして、

自分のアイデアや工夫自体にもしっかりと保護される権利があることを知ってもらいたい。 
〈題材観〉 
 ただ実用新案権といっても理解しづらいと思う。しかし、世の中に出回っている商品や、

実際に使われているものを例に挙げることにより、どのような工夫がされており、どのよ

うに保護されているのか理解しやすい。この授業では、実用新案権について理解し、優れ

たものづくりや、権利についてより身近に感じてもらいたい。 
４．使用教材 プリント、筆記用具、２種類のペットボトル、磁石、鉛筆、写真、板書プ

リント等 
５．本時の目標 
・実用新案権がどのような権利であるのか理解を深める。 
・実用新案権により実際にどのようなものが保護されているかを知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



資料５－② 
６．指導計画 
 教師の指導 生徒の活動 指導上の留意点 
導入 
( ８分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆今日の授業について説明 
・テーマは｢実用新案権｣ 
・技術教育の目標は創造性の

育成→新しいものを作り出す

力を養うこと。そうして、人

間の知的な創作活動から生み

出された物を守る権利が｢知

的財産権｣である。 
・その中の｢産業財産権｣に｢実

用新案権｣が含まれているこ

とを図を使って説明する。 

◆｢知的財産権｣とは？ 
・説明を聞く。 
・質問があれば挙手 
 
 
・プリントや、前の図を見

ながら｢実用新案権｣の位

置づけを知り、プリントに

書き込んでいく。 
 
 
 

◆知財、産業財産権のプ

リントを黒板に貼ってお

く。 
◆プリント配布 
・ここでは、知的財産につ

いては、あまり深く知らせ

ない。 
 
・黒板にプリントと同じ表

を拡大した物を使って説

明していく。 
 
 
 
 
 

展開① 
(15分) 
 
 
 
 
 

◆｢実用新案権｣と｢特許｣の

違い 
・表を使いながら、産業財産

権の中に位置する二つの見地

の特徴について触れていく。 
・発明と考案 
・方法や材料も保護されるか 
・権利存続期間の違い 
など違いを説明し表に記入さ

せる。 

◆｢実用新案権｣と｢特許｣

の違いとは？ 
・説明を聞き、プリントに

ある表に｢実用新案権｣と

｢特許｣の違いを書き込ん

でいく。 

 
 
・身近にあるものを例に

出しながら、話を進めて

いく。（難しく考えさせな

いよう簡単な言葉で説明

していく） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◆実用新案権について説明 
・日用品などの分野ではちょ

っとした工夫を加えただけで

ヒットにつながるものがあ

る。 
・そういった高度でない“小

発明”というべき『考案』が｢実 

◆｢実用新案権｣とは？ 
・説明を聞く 
 
・保護されているのは、ど

のような物かを知る。 

 
・鉛筆などわかりやすいも

のなどを実際に示し、どの

ような物が、実用新案の保

護対象となっているのか、

考えやすいようにする。 
 



用新案権｣で保護されている。 
・保護の対象となるのはどう

ゆうものか.。 
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展開② 
(７～12分) 

◆具体的にどんなものがあ

るのか 
・例として普通の 500mlのペ
ットボトルと 450ｍｌの付加
価値のあるペットボトルを見

せ、その違いについて質問す

る。 
・プリントの商品について本

来の機能にどんな機能がつけ

加えられているのか、考えプ

リントに記入させる。 
(２、３例) 
・書いてもらった機能を発表

してもらう。 
・あったらいいな、これ便利

だな、面白いなと人の感性に

訴えかける付加価値を商品に

つけることで商品はヒット

し、私達もそれを使って便利

に過ごしている事を説明。 

◆具体的にどんなものが

あるの？ 
・ペットボトルを見て、ど

んな工夫がされているの

か考える。 
 
 
・プリントの写真を見てど

んな機能が付け加えられ

ているのか考え、記入して

いく。 
 
・考えた意見を発表する。 

 
 
・あくまで例なので、意見

があまり出ないようなら

ば、さっと工夫されている

ところを紹介する。 
◆黒板に写真を貼る 
・生徒に配布するプリント

は、白黒のため、分かりに

くいので、黒板にカラーの

写真を貼り、生徒に見せ

る。 
・時間がかかっていたり、

意見が出ない場合はあっ

ドバイス。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆あれば良いなと思う機能

(商品)を考えさせる 
・人の感性に訴えかける新し

い商品を考えてもらう。 
      ↓ 
◆周りと話し合う 
      ↓ 
◆発表 

◆あれば良いなと思う機

能 (商品 )を考えてみよ
う！！ 
・プリントに新しい組み合

わせやアイデアを書き込

んでいく。(図や絵でも良
い) 
・席の周りの人と話し合い

新しいアイデアを出し合

っていく。 
・新しいアイデアを発表す

る。 

 
 
 
・実用新案で保護されてい

る、物品の形状、構造、組

み合わせに係わるものを

考えるように促す。 
 
・その他の商品を紹介し 
参考にしてもらう。 
 
 



まとめ 
(５分) 

◆まとめ 
・こうして皆が新しく考えた

アイデアをしっかりと保護し

てくれるものが｢実用新案権｣

である。 
・これからもどんどん出てく

る新しいものに注目する新た

な視点を持ち、それを利用し、

たり、このような権利を生か

してどんどん新しいものづく

りをしていってほしい事を話

す。 

◆感想・まとめ 
・今回の授業でわかったこ

とや、感想、他の子が考え

たアイデアで面白いと思

ったものなどをプリント

に記入する。 
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◆プリントを回収する 
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